
徳島大学ロケットプロジェクト の活動で得ること

竹中隼也・井戸垣信吾・結城拓弥・野高慈大・岸淵進也・山口真由子

徳島大学理工学部・創新教育センターロケットプロジェクト

三垣和歌子 徳島大学総合科学部・創新教育センターロケットプロジェクト

長谷崎和洋 徳島大学大学院社会産業理工学部・理工学域機械科学系

ロケットプロジェクトとは

徳島大学創新教育センターの学生プロジェク

トの つで、 年に設立した。現在、メン

バーは ～ 年生の計 名で「ロケットの高

高度化」を目標に、パラシュートを展開し完全

に回収できる機体の製作と電装制御の技術の

拡充、自作エンジンの製作などを行っている。

年間の活動

ハイブリッドロケットの打上げ

ハイブリッドロケットは二種類の推進剤を

用いて推力を得るロケットの総称である。私

たちが使用しているエンジンは 樹脂製の

固体燃料と、 ガスの液体燃料のハイブリッ

ドであり、 樹脂と高温・高圧にした ガ

スによる酸化還元反応の熱から推進力を得て

いる。図 は 年度に当団体で製作したハ

イブリッドロケット「 うずしお」

である。

図 うずしお

機体の特徴を簡単に記す。当機は全長 、

到達予定高度 の機体で、打ち上げ結果と

しては、パラシュートの放出機構がうまく作

動しなかったために弾道落下し、機体は大破

してしまった。しかし、当機は団体初のハイブ

リッドロケットであり、今後のロケット製作

の基礎となった点において、我々の中では欠

かせないロケットとなっている。

図

図 は 年度に製作した「

」である。当機は全長 、到達予

定高度 の機体であり、団体設立以来、初

めてパラシュートを放出させて無事に回収で

きた機体である。この機体は、素材に を

用いたり、パラシュート放出の際にノーズコ

ーンを分離させたりなどの試験的な取り組み

を行った。また、このときに得られた気圧セ

ンサーのデータから、気圧変化の値を読み取

ることが、機体が頂点に到達したかどうかを

判断するのに有益な手掛かりになることも判

明した。 の機構や得られたデータにつ

いてはその後のロケット製作において多大な

影響を与え、また、 のパラシュートの

放出機構を改良した後継機なども製作されて

いる。

モデルロケットの打上げ

モデルロケットとは火薬エンジンを使用し

たロケットで、ハイブリッドロケットと比較し

て小型で推力が小さいため、短期間で製作する

ことが可能である 図 。当団体では新入生へ

の教育機体として用いたり、ハイブリッドロケ
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図 製作したモデルロケット

地域貢献活動

当団体は地域の人を対象にした水ロケット

の製作教室も開催している。教室の目的は、地

域の人にものづくりの楽しさや科学のおもし

ろさを伝えることである。また、学生の力だけ

でイベントを開催することで、運営能力の向上

にも繋げることができる。イベント終了後、参

加者にはアンケートを配布し、イベントの満足

度のほか学生の態度や、イベント内で不満に感

じた点を書いていただき、反省点をまとめて次

年度のイベントに生かすようにしている。

加太共同実験・加太宇宙イベント

私たちが製作しているハイブリッドロケッ

トは約 と到達高度が高いため、半径

以内に建物や木などが何もない広い土地でな

いと打上げすることができない。そのため和歌

山市のコスモパーク加太にて、毎年 月と 月

に打上げ実験とイベントを行っている。年に

回の打上げ実験は他大学と共同で実施してお

り、今年度は徳島大学、高知工科大学、立命館

大学、和歌山大学、大阪府立大学が参加した。

この加太における共同実験およびイベントは

参加団体の学生が主体となって企画・運営を行

っており、より安全に打上げを行うにはどのよ

うにすればよいか考え実験をしている。

活動を通して学べること

創新教育センターにおける活動

創新教育センターの理念は「創造」「自主」「共

創」の つである。この理念のもと、ロケット

プロジェクトでは、「高高度化に向けた機体製

作」のため新機構を設計していく「創造性」、自

分の考えや疑問を先輩や他のメンバーに議論

することができる「自主性」、学部・学科の異な

る多様性のあるメンバーや他大学と互いの技

術を高めていく「共創」を各々がロケット製作

を通して身に付けている。

実際に学んできたこと

私たちがロケットプロジェクトの活動を通し

て学んできたことをいくつか挙げる。

 プロジェクトマネジメント力…プロジェ

クトを成功させるために、明確な目的・目

標を設定し、計画を立て役割分担をし、ス

ケジュール通りに進行することが重要で

あることを学んだ。

 責任感…一つのロケットを複数人のメン

バーで作るため、一人一人に役割と期日が

設けられる。自分が役割を全うしないこと

により、他のメンバーの活動や機体の製作

状況に支障が出るため、責任感がより強ま

る。

 発表する力…中間報告会や成果報告会、ま

た全国のロケット団体の交流の場におい

て団体の成果を発表している。そのため発

表に必要な資料を作り、相手に伝わる発表

の仕方を自然に身につけることが出来る。

 ファシリテーションスキル…会議を円滑

に進めるため、議題をあらかじめ公開して

おくこと、会議時間を決めておくこと、話

し合いの場で意見を可視化することなど、

ノウハウを身につけることができた。
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